
一
月
一
日
、
午
後
四
時
十

分
、
最
大
震
度
七
の
地
震
で
能

登
半
島
は
大
き
な
災
害
を
受

け
ま
し
た
。
石
川
県
で
は
死
者

２
３
８
人
（
災
害
関
連
死
１
５

人
）
、
安
否
不
明
者
１
９
人
、

避
難
者
１
万
４
６
４
３
人
、
住

宅
被
害
４
万
６
２
９
４
戸
（
二

月
六
日
現
在
、
東
京
新
聞
）
、

国
道
２
４
９
号
は
沿
岸
部
で
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
、

道
路
は
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
水

道
被
害
は
七
尾
市
、
輪
島
市
、

珠
洲
市
、
志
賀
町
、
穴
水
町
、

能
登
町
の
ほ
ぼ
全
域
で
断
水
。

仮
復
旧
の
見
通
し
は
２
月
末
か

ら
４
月
以
降
と
な
っ
て
い
ま
す
。

停
電
は
地
震
発
生
の
１
日
で
最

大
３
万
９
９
０
０
戸
、
１
月
３
１

日
現
在
で
も
約
２
５
０
０
戸
。

地
盤
隆
起
は
最
大
４
メ
ー
ト

ル
（
国
土
地
理
院
）
と
大
き
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
川
県
の
避
難
所
の
状
況
は
１

次
避
難
所
３
０
５
カ
所
９
５
５

７
人
、
１
．
５
次
避
難
所
３
カ

所
２
９
４
人
累
計
１
２
９
９
人
、

２
次
避
難
所
２
１
１
カ
所
４
７

９
２
人
累
計
５
５
８
１
人
、
こ
の

他
に
避
難
所
以
外
で
車
中
泊

な
ど
を
す
る
人
が
多
数
い
ま
す
。

志
賀
原
発
で
は
変
圧
器
故
障

な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。

２
月
２
日
衆
院
本
会
議
で
日

本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員

長
は
代
表
質
問
で
次
の
よ
う
に

述
べ
ま
し
た
。「
地
震
発
生
か

ら
１
カ
月
、
避
難
所
で
の
生
活

は
な
お
過
酷
を
極
め
て
い
ま
す
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
、
男
女
別

で
洋
式
の
仮
設
ト
イ
レ
も
な
い
。

（
略
）
水
が
な
い
た
め
に
、
入
浴
、

洗
濯
、
温
か
い
食
事
の
提
供
も

困
難
、
復
旧
工
事
や
自
治
体
へ

の
職
員
派
遣
も
現
地
に
滞
在

で
き
ず
片
道
２
時
間
、
３
時
間

か
か
る
な
ど
、
生
活
に
も
被
災

地
支
援
に
も
、
大
き
な
支
障
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

本
格
復
旧
に
は
相
当
な
時

間
が
か
か
る
と
さ
れ
て
お
り
、

応
急
水
道
の
設
置
が
必
要
で

す
。
こ
れ
を
進
め
る
た
め
に
も
、

応
急
水
道
の
設
置
、
そ
れ
に
続

く
上
下
水
道
の
本
格
復
旧
、

ど
ち
ら
の
費
用
も
国
が
全
額

負
担
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
」ま
た「
今
回
の
地
震
に

よ
っ
て
、
志
賀
原
発
は
、
原
子

炉
を
冷
却
す
る
外
部
電
源
の

損
傷
な
ど
、
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
も
、
使
用
済

み
核
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
大
量

の
冷
却
水
が
あ
ふ
れ
出
し
ま
し

た
。
稼
働
中
で
あ
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
。
」「
す
で
に
福
島
第

１
の
事
故
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

地
震
・津
波
国
で
安
全
な
原
発

な
ど
な
い
、
大
災
害
時
に
避
難

計
画
は
全
く
機
能
し
な
い
（略
）」

と
志
賀
原
発
、
柏
崎
刈
羽
原

発
を
直
ち
に
廃
炉
と
し
、
原
発

ゼ
ロ
を
決
断
す
べ
き
と
首
相
の

答
弁
を
求
め
ま
し
た
（
２
月
３

日「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」）。

地
震
対
策
で
は
家
具
な
ど
の

転
倒
防
止
策
、
災
害
時
の
飲

料
水
（
千
葉
県
で
は
１
日
１
人

３
リ
ッ
ト
ル
）、
食
料
（３
日
分
）

備
蓄
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の

用
意
な
ど
。

ま
た
、
自
治
会
な
ど
が
行
な

う
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
や
災
害
が
起
き
た
と
き

に
何
処
へ
避
難
し
た

ら
い
い
の
か
日
頃
か
ら

確
認
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

湖

北
の
指
定
避
難
所
は

湖
北
台
東
小
学
校
、

湖
北
台
西
小
学
校
、

湖
北
台
中
学
校
、
湖

北
小
学
校
、
湖
北
中

学
校
で
す
（
２
０
２
３

年
３
月
１
日
我
孫
子

市
、
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
。
）（Ｔ

・Ｏ
）

第２２９号 けやきの風 ２０２４年２月

け
や
き
の
風

能
登
地
震
は
阪
神
淡
路

大
震
災
に
匹
敵
す
る
Ｍ

７
．
６
の
大
地
震
で
し

た
▼
稼
働
停
止
中
の
志

賀
原
発
は
２
万
㍑
の
油
漏
れ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
火

災
は
ま
ぬ
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
珠
洲
市
へ
の
原
発
建
設
を

断
念
（
２
０
０
３
年
）
さ
せ

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
▼
４
ｍ
も
隆
起
し
港
湾
が

陸
地
と
な
っ
た
り
、
陸
地
が

４
・
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

も
拡
大
す
る
と
い
う
数
千
年

に
一
回
の
地
震
で
し
た
▼
１

/
３
に
は
日
本
共
産
党
の
参

議
院
議
員
井
上
さ
と
し
、
藤

野
ふ
み
や
す
前
衆
議
院
議
員

な
ど
が
輪
島
市
に
入
り
被
災

地
に
寄
り
添
う
支
援
に
取
り

組
み
だ
し
ま
し
た
が
、
い
ち

早
く
駆
け
つ
け
る
べ
き
石
川

県
知
事
が
現
地
に
入
っ
た
の

は
二
週
間
後
で
、
初
期
対
応

に
お
お
き
な
問
題
を
残
し
ま

し
た
▼
石
川
県
の
地
域
防
災

計
画
は
３
０
年
前
に
つ
く
ら

れ
た
ま
ま
で
、
地
震
の
被
害

は
死
者
７
人
、
避
難
者
２
７

８
１
人
と
想
定
、
現
実
に
は

死
者
２
４
１
人
、
避
難
者
は

１
万
４
千
人
で
す
▼
４
つ
の

プ
レ
ー
ト
が
せ
め
ぎ
合
う
日

本
列
島
で
す
。
食
料
・
水
・

電
気
・
暖
房
・
ト
イ
レ
な
ど

の
避
難
施
設
改
善
、
イ
ン
フ

ラ
や
住
宅
な
ど
の
耐
震
化
を

含
む
防
災
計
画
を
見
直
し
国

土
国
民
を
守
る
こ
と
こ
そ
安

全
保
障
だ
と
思
い
ま
す
。

（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日
本
共
産
党
湖
北
台
後
援

会
と
湖
北
台
支
部
は
1
月
13

日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
約
1

時
間
20
分
、
カ
ス
ミ
湖
北
店
前
、

マ
ス
ダ
湖
北
店
前
の
二
カ
所
で

能
登
半
島
地
震
災
害
救
援
募

金
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
活

動
参
加
は
七
名
。「
年
金
生
活

で
募
金
は
し
た
こ
と
が
な
い
が
」

と
い
っ
て
財
布
か
ら
小
銭
を
出

し
て
募
金
を
し
た
女
性
。
募
金

箱
を
持
っ
た
人
の
脇
か
ら
駐
車

場
越
し
に
、「
こ
れ
で
も
い
い
か
い
」

と
一
〇
〇
円
玉
を
入
れ
て
く
ら

れ
た
男
性
。「
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
、

こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
で

悪
い
け
ど
」「
明

日
は
我
が
身
よ

ね
」「
バ
ラ
銭
で
、

ご
め
ん
ね
」「
十
日
も
立
っ
て
い
る

の
に
、
水
も
出
な
い
な
ん
て
酷
い
。

政
府
は
も
っ
と
速
く
対
応
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
各
地
で

救
援
募
金
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第

29
回
党
大
会
で
、
志
位
和

夫
委
員
長
は
12
日
ま
で
に

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
六

八
〇
〇
万
円
の
救
援
募
金

全
額
を
第
一
次
分
と
し
て
、

そ
の
後
二
次
分
と
し
て
３
３
６

２
万
円
を
石
川
県
は
じ
め
被

災
自
治
体
に
届
け
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。「
国
民
の
苦
難

あ
る
と
こ
ろ
共
産
党
あ
り
」
の

精
神
で
引
き
続
き
救
援
募
金

に
取
り
組
み
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（Ｔ
・Ｏ
）

能
登
半
島
地
震
か
ら
学

ぶ
べ
き
こ
と
は
何
か

能
登
半
島

救
援
募
金
を
ス
ー

パ
ー
前
（
2
カ
所
）
で
訴
え

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

１
月
１
日
、
午
後
４

時
10
分
最
大
震
度
７

の
地
震
が
能
登
半
島

を
襲
い
ま
し
た

応
急
水
道
の
設
置
、

上
下
水
道
の
本
格
復

旧
へ
国
の
全
額
負
担

が
必
要

地
盤
隆
起
は
最
大
４

メ
ー
ト
ル

日時 ３月２３日(土)13時～16時
場所 湖北台近隣センター「大会議室」
内容 岩井・船橋両議員挨拶

・アトラクション ・懇親会
主催 日本共産党・湖北台支部

日本共産党・湖北台後援会

春のつどい

１
万
７
６
５
７
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

地
震
発
生
か
ら
一
カ

月
、
避
難
所
は
過
酷

を
極
め
て
い
ま
す

福
島
第
一
原
発
を
教
訓

に
志
賀
原
発
、
柏
崎
刈

羽
原
発
は
廃
炉
へ

防
災
訓
練
の
参
加
と

避
難
所
の
確
認
を



ダ
イ
ハ
ツ
自
動
車
ま
た

は
、
以
前
の
日
野
自
動
車

の
不
正
デ
ー
タ
ー
問
題
が

明
ら
か
に
な
り
、
日
本
の

大
企
業
の
安
全
管
理
に
つ

い
て
世
界
的
に
信
用
を
失
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
考
え
て
見
る

と
働
い
て
い
る
の
は
組
合

員
の
労
働
者
で
あ
り
不
正

に
対
し
労
働
組
合
に
報
告

し
、
会
社
に
不
正
防
止
の

対
策
を
要
望
す
る
べ
き
で

す
。
従
っ
て
今
回
の
不
正

問
題
に
は
労
働
組
合
側
に

も
責
任
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

労
働
組
合
「
連
合
（
芳

野
友
子
会
長
）
」
の
中
で

は
最
大
組
織
の
自
動
車
総

連
に
加
盟
し
、
労
使
一
体

と
な
っ
て
不
正
を
見
逃
し

て
来
て
い
る
体
質
を
変
え

な
い
限
り
同
じ
様
な
事
が

今
後
も
続
く
と
思
い
ま
す
。

組
合
は
、
自
分
た
ち
の

賃
上
げ
だ
け
で
な
く
、
会

社
の
不
正
問
題
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
役
割
を
持
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
未
組
織
の
労
働

者
に
も
責
任
を
も
っ
て
支

援
す
る
、
そ
れ
が
組
合
で

あ
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

Ｇ
・
Ｈ

第２２９号 けやきの風 ２０２４年２月

京
都
市
選
惜
敗
悔
し
も
春
の
兆
し

寒
中
に
梅
香
り
高
く
咲
く七

丁
目

山
野

美
津

パ
ー
券
の
不
正
続
け
し
池
田
議
員

子
等
に
は
強
い
る
道
徳
教
育

五
丁
目

鈴
木

明

小
太
り
の
鶯
並
び
菓
子
の
棚

三
丁
目

松
永
美
穂
子

広
大
な
麦
の
収
穫
戦
の
地

四
丁
目

松
風

彦
左

梅
の
花
追
い
か
け
っ
こ
の
メ
ジ
ロ
か
な

七
丁
目

山
里

歩

パ
ー
テ
ィ
は
何
事
も
な
し
金
集
め

四
丁
目

松
風

彦
左

我
孫
子
市
役
所
か
ら
船
取

線
を
越
え
る
と
こ
ん
も
り
と

し
た
森
が
迫
り
ま
す
。
こ
こ

が
子
ノ
神
大
黒
天
（
正
式
に

は
真
言
宗
豊
山
派
白
花
山
延

寿
院
）
の
所
在
地
で
す
。
縁

起
を
記
し
た
も
の
に
よ
る
と

「
三
方
に
湖
水
を
見
下
ろ
し

松
杉
の
そ
れ
に
も
ま
し
て
厄

除
ひ
い
ら
ぎ
の
霊
木
の
群
茂

に…

」
と
あ
る
の
を
見
て
、

地
形
を
歩
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
南
と
西
は
手
賀
沼
と
想

像
で
き
ま
す
が
、
東
側
が
県

道
の
脇
は
住
宅
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
か
つ
て

は
今
の
住
宅
地
が
手
賀
沼
の

入
り
江
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し

て
納
得
し
ま
し
た
。
延
寿
院

は
も
と
我
孫
子
宿
の
街
道
沿

い
に
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、

大
正
七
年
に
子
ノ
神
大
黒
天

社
境
内
に
移
っ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
（
我
孫
子
市
史
）
。

本
堂
（
写
真
）
の
前
に
は
七

福
神
を
刻
ん
だ
大
き
な
石
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
裏
手
に

「
カ
ネ
の
わ
ら
じ
」
が
た
く

さ
ん
吊
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
、

腰
か
ら
下
の
病
に
霊
験
が
あ

り
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
い

る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
す
。

南
側
に
は
百
段
余
の
階
段
が

あ
り
ま
す
が
東
側
に
も
狭
い

階
段
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
が
古
い
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

東
側
の
階
段
は
二
段

毎
に
踏
み
幅
が
広
く

な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
し
た
。
毎
年
十

月
の
第
四
日
曜
日
に

は
火
渡
の
儀
式
が
催

さ
れ
ま
す
。
境
内
に

は
「
新
四
国
相
馬
霊

場
」
三
十
八
番
（
も

と
延
寿
院
分
）
、
四

十
三
番
（
子
ノ
神
分
）

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
に
寄
っ
た
と

き
に
ち
ょ
っ
と
足
を

延
ば
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

子
ノ
神
大
黒
天
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

最
近
の
日
本
自
動
車
大
企

業
の
不
正
問
題
に
思
う
事

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９３０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

「
コ
ロ
ナ
感
染
」
が
じ
わ
じ
わ

と
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月

８
日
、
我
孫
子
市
も
厚
生
労
働

省
の
通
達
に
従
い
コ
ロ
ナ
対
策

本
部
を
解
散
し
、
市
内
の
コ
ロ

ナ
感
染
者
数
の
実
態
報
告
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
の
方
針
で
今
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
「
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
は
全
額
公
費
負

担
の
無
料
制
は
中
止
と
な
り
、

４
月
か

ら
は
、

年
に
二

度
（
秋
・

冬
）
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
方
式
の
有
料
接

種
制
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
と
な
り
ま

す
と
、
一
般
治
療
扱
い
で
入
院

費
、
施
薬
も
有
料
で
す
。
コ
ロ

ナ
感
染
者
は
後
遺
症
で
重
症
化

す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
国
は

再
大
流
行
の
前
に
再
度
の
２
類

（
全
額
公
費
負
担
の
無
料
制
）

へ
戻
す
な
ど
の
施
策
を
打
出
す

べ
き
で
す
。

Ｉ
・
Ｏ

再
流
行
の
兆
し

「
コ
ロ
ナ
感
染
」

２
月
７
日
午
後
９
時
、
「
テ

レ
ビ
東
京
60
秒
で
学
べ
る
ニ
ュ
ー

ス
」
で
赤
旗
日
曜
版
が
ス
ク
ー

プ
連
発
「
裏
金
暴
い
た
ス
ク
ー

プ
の
全
貌
」
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
中
央
委
員
会
の

日
曜
版
編
集
部
に
カ
メ
ラ
が
入

り
、
ス
ク
ー
プ
の
出
来
る
ま
で

を
山
本
豊
彦
日
曜
版
編
集
長
が

対
応
し
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら

山
本
編
集
長
に
質
問
、
回
答
す

る
進
め
方
で
、
山
本
編
集
長
は

的
確
に
ス
ク
ー
プ
が
出
来
る
ま

で
を
40
人
の
記

者
、
編
集
者
で

取
り
組
み
、
国

民
の
立
場
か
ら

政
権
監
視
の
役
割
を
は
な
し
ま

し
た
。

Ｈ
・
Ｈ

テ
レ
東
で
赤
旗
日
曜
版

ス
ク
ー
プ
連
発
を
放
映

「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

４
月
か
ら
有
料
化
へ

コ
ロ
ナ
感
染
者
は
一
般
治

療
扱
い
で
有
料
化
へ

ウエンツ瑛士と山本豊彦日曜版編集長(右側)


